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　　　　〒030-0822　青森市中央三丁目20番30号
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県社協ウェブサイトでも「福祉のひろば」がご覧
いただけます。

URL   http://www.aosyakyo.or.jp/
印　刷／青森コロニー印刷

防災体験で段ボールベッド組み立て中。まもなく完成！
関連記事４P「ボランティア活動情報：横浜町防災体験」
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福
祉
の
仕
事
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は

さ
ま
ざ
ま
で
「
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
の

ほ
か
、
高
齢
者
や
児
童
な
ど
の
対
象
者
を
直

接
支
援
す
る
「
対
人
援
助
サ
ー
ビ
ス
」
と
呼

ば
れ
る
仕
事
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

（表１）
対人援助サービスの
４つの対象・分野

高齢者

障害児・者
（身体障害児・者、
　知的障害児・者、
　精神障害者）

児童

その他生活困窮者等
（低所得者、ひとり親
家庭その他）

専
門
の
知
識
や
資
格
を
必
要
と
す
る
仕
事

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
な
く
て
も
活
躍

で
き
る
職
場
が
数
多
く
あ
る
こ
と
も
福
祉
の

仕
事
の
特
徴
で
す
。

ま
た
、「
対
人
援
助
サ
ー
ビ
ス
」
に
は
大

き
く
６
系
統
の
仕
事
・
職
種
が
あ
り
、
自
分

に
合
っ
た
仕
事
を
選
ん
で
福
祉
の
職
場
で
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す
（
表
２
）。

（表２）
対人援助サービスの
６系統の仕事・職種
介護（ケアワーク）

の仕事

保育の仕事

相談援助の仕事

看護、リハビリテー
ション関係の仕事

栄養・調理関係の仕事

運営・管理関係の仕事

福
祉
の
仕
事
の
求
人
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
も
取
り
扱
い
が
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
・
保

育
の
求
人
に
特
化
し
て
就
職
支
援
を
行
う
機

関
も
あ
り
ま
す
。
県
社
協
に
は
「
青
森
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
「
青
森
県
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

両
セ
ン
タ
ー
は
、
国
が
認
め
た
公
的
な
無

料
職
業
紹
介
機
関
で
、
福
祉
・
保
育
の
仕
事

に
就
職
し
た
い
人
の
希
望
に
合
わ
せ
、
求
人

を
紹
介
す
る
ほ
か
、
福
祉
・
保
育
施
設
の
見

学
調
整
、
資
格
取
得
を
目
指
す
方
の
相
談
に

応
じ
る
な
ど
、
求
職
者
へ
き
め
細
か
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
保
育
の
仕
事
を
探
し
た
い
方
は
、

セ
ン
タ
ー
に
求
職
登
録
す
る
こ
と
で
就
職
支

援
を
活
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
を
失
う
方
が
い
る
一
方
、
福
祉
の
職
場
で
は
慢
性
的

な
人
手
不
足
に
加
え
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
等
に
人
手
が
必
要
と
な
り
、
多

く
の
求
人
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
福
祉
の

仕
事
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
方
に
も
福
祉
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
他
業
種
か
ら
福
祉
職
に
転
職
し
た
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え

て
、
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

福
祉
の
仕
事
っ
て
？

福
祉
の
仕
事
の
探
し
方

成長できる！
　高齢者施設では、長い人生を歩
んだ方から経験豊富な人生観など
を学び、児童施設では子どもたち
の成長を通じて、職員自身も成長
できます。

福祉の仕事は
魅力いっぱい！
福祉の仕事には魅力が
たくさんあります。
その一部を紹介します。

働き方が選べる！
　短時間勤務や週3日勤務など、
さまざまな勤務形態を取り入れて
いる福祉施設もあり、自身にあっ
た働き方が選べます。

スキルアップできる！
　多くの福祉施設ではキャリア
に応じた研修の受講や仕事上で
必要な資格を取得することがで
きます。
　働きながら学びを通して自身
のスキルを磨けます。

休みが取りやすい！
　福祉の職場はシフト制で休み
を希望できるところが多く、休
暇を効果的に取得できます。

感謝される！
　福祉職を担う職員は利用者や
家族から感謝される機会が多く、
日々やりがいを感じながら仕事
ができます。

チームで働く！
　利用者や家族を支援するた
め、様々な職種の職員がチー
ム一丸となって働きます。
　職員間で相談もでき仕事上
の不安が解消できます。

特 集

福
祉
・
保
育
の
職
場
で

　
　
　
　
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

求職登録はこちらから

電話：017-777-0012

電話：017-718-2225

　
　
　
　
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
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Ｑ１保育士を目指したきっかけは？
　自分が出産・育児をしていく中で出会った助産師さ
ん、保育士さんの影響が大きいです。たくさん支えて
もらったことで、仕事を始めるなら子どもを通して保
護者ともしっかり繋がることのできるお仕事にチャレ
ンジしようと思いました。

Ｑ２保育士試験の勉強はどうしていましたか？
　ほぼ一人で育児をしていたので、勉強時間の確保に
苦労しました。早朝家族が寝ている間の家事の合間や
子どもの昼寝中等、毎日短い隙間時間を見つけて勉強
しました。じっくり時間をとって勉強するのが難し
かったため、一問一答や模試、学科講義もe-ラーニン
グを利用しました。
　試験の学習範囲は膨大なので、ライフスタイルや自
分の性格に応じて学習方法をしっかり検討してから学
習に取り掛かることをお勧めします。

Ｑ３ 保育士として働いて感じたことは？
　子ども達、同僚の先生方、保護者と「子ども達の成
長の瞬間・過程」をともに喜べることが何よりの魅力
的な仕事だと思います。実際とても忙しく、業務の幅
も広い仕事ですが、やはり子ども達の笑顔に支えられ
ています。

Ｑ４ 読者に伝えたいことは？
　私自身保育経験もなく、ピアノもとても苦手ですが、
現場にいれば、子ども達のために自分にもできること
がたくさんありました。いろんな先生がいていいし、
少しずつ子ども達と共に成長していければいいと思っ
ています。保育の現場には、たくさんのかわいい子ど
も達が待っています。少しでも保育の仕事に興味のあ
る人はぜひ一歩踏み出してほしいです。

Ｑ１ 福祉職を目指したきっかけは？
　前職は都内で雑誌の作成に携わる仕事をしていまし
た。広く浅い人間関係に疲れてしまい、働き方にも馴
染めず、生活リズムと体調を崩して退職しました。そ
の後、学生時代の実習等で楽しい思い出のあった福祉
の道を歩もうと、地元である青森県に戻り、現在の職
場に就職しました。

Ｑ２ 福祉職で感じたことは？
　利用者の身体面・精神面において、現状を維持する
ためのサポートが目的の一つで、向上させることが目
標の一つであると心に留めながら、日々の業務を行っ
ています。
　利用者が一人で行うことが難しい部分を適切にフォ
ローすることで、徐々に自立した動作に近づき、利用
者と共に達成感や大きな喜びを感じることができます。
また、日々の業務でも利用者やご家族から、感謝の言
葉や笑顔をいただく機会も多く「誰かの為に役立つ仕
事」という実感を得ることができます。

Ｑ３ 読者に伝えたいことは？
　介護の仕事はハードな業務に追われ、大変な職業の
イメージが先行していると思いますが、実際の現場で
は利用者と「楽しい時間を一緒に過ごす」ことも必要
な業務となっており、穏やかにのんびりと過ごす時間
もたくさんあります。
　楽しく時間を過ごすことが仕事なんて、珍しい職業
だと思いませんか？ボランティアの受け入れを行って
いる施設もたくさんあると思いますので、ボランティ
ア活動を通して、介護の現場に一度触れてみてほしい
です。

こ
の
よ
う
に
、
福
祉
の
職
場
に
は
た
く
さ

ん
の
魅
力
が
あ
り
、
実
際
に
他
業
種
か
ら
転

職
し
て
く
る
方
も
い
ま
す
。
ま
た
県
社
協
で

は
、
右
記
の
よ
う
な
求
職
サ
ポ
ー
ト
、
福
祉

職
場
の
体
験
や
就
職
準
備
に
か
か
る
費
用
等

に
関
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
保
育
に
少
し
で
も
興
味
・
関
心
が
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
体
験
等
を
通
じ
て
福

祉
・
保
育
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

保育士として働くＡさん
（30代女性・前職　教育関係）

介護施設で働くＢさん
（40代男性・前職　出版関係）

青森県
福祉人材センター
マスコットの

「ふくふく」です！

他業種から福祉の仕事に就
職した方向けに「就職支援
金貸付制度」を実施中！
　他業種から介護分野や障
害福祉分野へ就職あるいは
内定が決まった人を対象に、
就職の準備にかかる費用と
して最大20万円の貸付を
行っています。（２年間の就
労で返還不要）

【問合先】総務課
電話：017-723-1391

福祉職向けサポートが
気になる方は県社協HP
「福祉ネットあおもり」
をチェック！

ଞۀछ͔Β෱ࢱ৬ʹస৬ͨ͠ํ΁ͷΠンタϏϡーʂ
以前他業種に勤めていて福祉職へ転職した経験のある方に、
福祉の仕事の魅力をお聞きしました。

福祉・保育の
職場で

お待ちしています！
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ボランティア活動　 福祉教育情報
地
域
に
お
け
る
福
祉
学
習
事
業

横
浜
町
防
災
体
験

約
10
年
前
の
平
成
24
年
２
月
、
下
北
半

島
を
縦
断
す
る
国
道
２
７
９
号
で
、
大
雪

に
よ
り
４
０
０
台
を
超
え
る
車
両
が
19
時

間
以
上
立
ち
往
生
す
る
事
態
が
発
生
し
ま

し
た
。
横
浜
町
に
自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ
、

行
政
や
地
域
住
民
が
立
ち
往
生
し
て
い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、
食
料
や
避
難
場
所

を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
災
害
は
い
つ
発
生
す

る
か
予
測
で
き
ず
、
日
頃
か
ら
「
災
害
へ

の
備
え
」
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
様
々
な
災
害
に
よ
る
被
害
を

軽
減
し
、
防
災
に
対
す
る
知
識
の
向
上
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
横
浜
町
社
協
主
催
で
令
和

３
年
11
月
30
日
、
菜
の
花
に
こ
に
こ
セ
ン

タ
ー
（
以
後
セ
ン
タ
ー
）
を
会
場
に
「
横

浜
町
防
災
体
験
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
見
学
で
安
心
を
実
感

参
加
者
は
セ
ン
タ
ー
内
の
陽
圧
化
装
置

と
防
災
倉
庫
を
見
学
し
ま
し
た
。
陽
圧
化

装
置
と
は
、
屋
外
の
空
気
が
屋
内
へ
侵
入

す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
建
物
内
の
空
気
を
正

常
に
保
つ
装
置
で
す
。
空
気
を
取
り
入
れ

る
際
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
ホ
コ
リ
や

放
射
性
物
質
等
の
大
部
分
が
除
去
で
き
る

た
め
、
近
隣
に
原
子
力
発
電
所
が
あ
る
横

浜
町
で
も
、
万
が
一
の
際
、
安
心
し
て
セ

ン
タ
ー
に
避
難
で
き
ま
す
。
こ
の
装
置
を

建
物
に
後
付
け
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
り

ま
す
が
、
最
初
か
ら
建
物
内
に
設
置
し
た

の
は
全
国
で
も
横
浜
町
が
初
め
て
で
す
。

ま
た
、
防
災
倉
庫
見
学
時
に
は
横
浜
町

行
政
職
員
か
ら
「
セ
ン
タ
ー
に
は
飲
食

料
、
生
活
用
品
が
備
蓄
し
て
あ
り
、
発
電

機
も
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
横
浜
町

の
人
口
は
約
４
千
人
超
だ
が
、
す
ぐ
に
避

難
行
動
が
と
れ
な
い
方
々
３
０
０
人
程
が

約
３
日
間
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
町

内
近
辺
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
弘
前
市
に
避
難
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
近
隣
の
要
配
慮
者
が
い
れ
ば
、
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
過
去
の

防
災
訓
練
で
も
弘
前
市
ま
で
行
っ
た
が
、

要
配
慮
者
に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
避
難
で
き

な
い
。
３
０
０
人
も
避
難
で
き
れ
ば
町
内

の
要
配
慮
者
は
十
分
避
難
で
き
て
安
心

だ
」
と
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

寄
り
添
う
心
で
災
害
を
乗
り
越
え
る

施
設
見
学
後
に
は
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

の
作
成
体
験
や
、
多
言
語
（
英
語
、中
国
語

等
）
へ
翻
訳
で
き
る
拡
声
器
、
防
災
食
等
の

説
明
が
あ
り
、
参
加
者
同
士
協
力
し
な
が

ら
体
験
に
取
組
み
ま
し
た
。

体
験
後
に
は
講
演
が
あ
り
、
講
師
の
菅

原
清
香
氏
は「
災
害
時
は
自
助
・
互
助
だ
け

で
な
く
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・Ｎ
Ｇ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の『
共
助
』、行
政
や
自
衛
隊
、
消
防
な
ど

の『
公
助
』等
、多
く
の
支
援
に
頼
る
必
要
が

あ
る
。『
自
助
』で
で
き
る
限
界
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、様
々
な
方
々
と
力
を
合
わ
せ
、被
災

者
・
支
援
者
共
に
寄
り
添
い
、乗
り
越
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
」と
話
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
開
設
が
昨
年
４
月
で
あ
っ
た

た
め
、
初
め
て
セ
ン
タ
ー
内
を
見
た
と
い

う
方
や
、
ど
の
よ
う
な
施
設
か
知
ら
な

か
っ
た
と
い
う
方
も
多
く
、「
横
浜
町
で

災
害
が
発
生
し
て
も
安
心
だ
と
感
じ
た
一

方
、
更
に
気
が
引
き
締
ま
っ
た
」
と
話
す

参
加
者
も
い
ま
し
た
。
過
去
の
大
雪
災
害

を
教
訓
に
「
寄
り
添
う
心
」
を
大
切
に
し

つ
つ
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
を
改
め
て
考

え
る
防
災
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

〜
力
を
合
わ
せ
乗
り
越
え
る
〜

防災倉庫には様々な食料等が
保管され、種類も豊富

くらしの学び
サポートオフィス
HumanBeing代表
菅原清香氏

ボランティア活動　 福祉教育情報
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ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

行
政
機
関
で
働
き
な
が
ら
弘
前
市
聴

覚
障
害
者
協
会
事
務
局
長
、	

一
社


青

森
県
ろ
う
あ
協
会
理
事
、
同
協
会
青

年
部
部
長
を
務
め
、
様
々
な
立
場
で

日
々
奮
闘
す
る

外と
の

崎さ
き

真ま

妙み

子こ

さ

ん
に
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
！

手
話
を
覚
え
た
き
っ
か
け

小
学
校
入
学
頃
か
ら
聴
力
低
下
が
始
ま

り
、
小
学
４
年
生
か
ら
補
聴
器
を
つ
け
ま

し
た
。
聾
学
校
へ
通
わ
ず
、
耳
の
き
こ
え

る
方
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
る
「
イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
」
で
あ
っ
た
た
め
、

高
校
卒
業
ま
で
は
教
室
の
一
番
前
に
座

り
、
先
生
の
口
元
を
見
て
授
業
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
大
学
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

学
生
が
隣
に
座
り
、
筆
記
通
訳
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
学
在
籍
時
に
参
加
し
た
「
全
日
本
ろ

う
学
生
懇
談
会
」
で
耳
の
き
こ
え
な
い
友

達
が
で
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、「
手

話
の
世
界
に
入
り
た
い
」
と
思
い
、
手
話

を
覚
え
ま
し
た
。
今
で
は
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
で

　
　
　
　
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

「
き
こ
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
見

た
目
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
障
害
で
あ

り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
す
。
そ
れ
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
き
こ

え
な
い
仲
間
達
と
出
会
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
き
た
お
か
げ
で

す
。
き
こ
え
る
人
に
囲
ま
れ
た
生
活
を

送
っ
て
き
て
、「
周
り
と
同
じ
よ
う
に
で

き
な
け
れ
ば
」
と
思
っ
て
ず
っ
と
も
が
い

て
き
た
た
め
、
受
け
入
れ
る
ま
で
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
や
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
マ
ス
ク
の
着
用
等
に
よ
り
難
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
顔
を
合
わ
せ
て
対

話
し
、
相
手
の
様
々
な
想
い
に
気
付
け
る

よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
側
面
だ
け

で
判
断
せ
ず
、「
こ
の
人
の
背
景
に
は
ど

ん
な
想
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
い
つ

も
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

青
森
県
ろ
う
あ
協
会
は
、
全
体
で
約

２
５
０
人
の
会
員
が
お
り
、
青
年
部
は
、

約
10
人
の
部
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

若
い
世
代
の
会
員
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
は
、
前
部
長
が
退
任
の
際
、
人

数
不
足
で
存
続
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た

が
、
少
し
で
も
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
と
の
思
い
で
部
長
を
引
き
受

け
、
研
修
や
交
流
の
場
づ
く
り
等
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
の
中
に
も
耳
が

き
こ
え
な
い
こ
と
で
悩
み
、
孤
立
し
て
い

る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
人
達
が
本
協
会
青
年
部
に
入
部
す
る

こ
と
で
、
友
好
関
係
を
築
く
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

何
か
大
き
な
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。
自
分
と
仲
間
、
家
族
を
大

切
に
し
て
、
そ
の
延
長
線
上
に
み
ん
な
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会
が
実
現
す
る
と
良
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】

（
一
社
）青
森
県
ろ
う
あ
協
会
青
年
部
事
務
局

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
７
–
７
２
８
–
２
２
７
３

手話言語講座や研修等の場で
講演をする外崎さん

会員・部員募集中です！
各種SNSも開設中！



市町村（障害者虐待防止センター）

A施設
虐待を受けたと
思われる障害者
を発見した人

相談

通報義務 通報義務
通報   義務

施設長
管理者

虐待防止マネー
ジャー（サービス
管理責任者）

相談
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判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を
支
援

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
認
知
症

高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
等

の
う
ち
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
が
地

域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
利
用
者
と
の
契
約
に
基
づ
き
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
等
を
行
う
も

の
で
す
。

青
森
県
で
は
平
成
11
年
10
月
か
ら
事
業

が
実
施
さ
れ
、
契
約
者
は
毎
年
増
え
続
け

て
お
り
、
令
和
３
年
12
月
末
現
在
の
累
計

は
約
２
５
０
０
人
を
超
え
、
実
利
用
者
数

は
約
６
８
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
虐
待
を
防
止
す
る
に
は

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
重
要
で
す

障
害
者
に
対
す
る
虐
待
は
障
害
者
の
尊

厳
を
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
人
の
自
立

及
び
社
会
参
加
に
と
っ
て
虐
待
を
防
止
す

る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。「
障
害
者

虐
待
防
止
法
」
で
は
障
害
者
に
対
す
る
虐

待
を
発
見
し
た
者
は
、
市
町
村
等
に
通
報

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
虐
待
と
思
わ
れ
る
事
柄
を
見
聞

き
し
た
ら
、
市
町
村
等
の
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

生
活
支
援
員
を
募
集
中

生
活
支
援
員
と
は
、
本
事
業
に
お
い
て

契
約
時
に
作
成
す
る
支
援
計
画
に
基
づ
き
、

利
用
者
の
意
思
に
沿
っ
て
、
日
常
生
活
に

必
要
な
左
記
の
よ
う
な
援
助
を
行
う
、
地

域
の
協
力
者
で
す
。

生
活
支
援
員
は
利
用
者
の
金
銭
や
個
人

情
報
を
扱
う
た
め
、
利
用
者
と
の
信
頼
関

係
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
多
く
の

地
域
で
利
用
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
県
内
各
地
域
で
生
活
支
援
員
を
募
集

中
で
す
。
生
活
支
援
員
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
お
住
い
の
市
町
村
社
協
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

生
活
支
援
員
に

生
活
支
援
員
に

生
活
支
援
員
に

　
　

な
り
ま
せ
ん
か
？

　
　

な
り
ま
せ
ん
か
？

　
　

な
り
ま
せ
ん
か
？

障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
で
防
ご
う

み
ん
な
で
防
ご
う

み
ん
な
で
防
ご
う

　
　
　

障
害
者
虐
待
！

　
　
　

障
害
者
虐
待
！

　
　
　

障
害
者
虐
待
！

【
事
業
に
係
る
問
合
先
】
地
域
福
祉
課

電
話
：
０
１
７
–
７
２
１
–
１
３
６
２

【
問
合
先
】
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

電
話
：
０
１
７
–
７
２
１
–
１
２
０
６

日常生活自立支援事業の援助内容
①福祉サービスの利用援助
・様々な福祉サービスの利用に関する
　情報提供、相談

②日常的金銭管理サービス
・福祉サービスの利用料金の支払い手続き
・福祉サービスの利用に伴う預貯金の
　出し入れ等の日常的金銭管理支援

③書類等預かりサービス
・通帳や印鑑等のお預かり
　※預かり不可のものもあります。

※②、③のみの利用はできません。

具体的な援助内容(一例)
⑤ ④ ③ ② ①
社
協
へ
の
報
告

（
利
用
者
の
状
況
、希
望
、援
助
内
容
等
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
連
絡
調
整

（
各
関
係
機
関
、
行
政
等
）

各
種
支
払
い

（
公
共
料
金
、
病
院
代
等
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
相
談
、
助
言
、
情
報
提
供
等
）

自
宅(

施
設)

訪
問

（
体
調
・
生
活
状
況
等
確
認
）

虐待の状況 養護者 障害者福祉
施設従事者等

相談・通報・届出数 27件（45件） 22件（26件）

虐待と認められた数 ７件（20件） 10件（10件）
※ R1/4/1～ R2/3/31の受付件数及び虐待と認められた件数
（括弧内は昨年度の結果）

●被虐待者の障害種別（重複あり）
　身体障害者：２人、知的障害者：９人、
　精神障害者：８人
●虐待行為の類型
　身体的虐待：11件、心理的虐待：５件、
　性 的 虐 待：１件
※ 「令和元年度障害者虐待防止、障害者に対する支援等に
関する調査結果（青森県の状況）」より

り
、
ま
た
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
障
害
者

自
身
も
虐
待
だ
と
認
識
で
き
な
い
、
被
害

を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
障
害
者
虐
待
に
対
す
る
意
識
を
深
め
、

小
さ
な
兆
候
を
見
逃
さ
ず
、
虐
待
の
芽
に

早
く
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

障
害
者
虐
待
は
重
大
な
権
利
侵
害
で
す

虐
待
は
、
特
定
の
人
や
施
設
等
で
起
こ

る
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
う

る
身
近
な
問
題
で
す
。

養
護
者
、
使
用
者
等
の
本
人
に
は
虐
待

し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
な
い
場
合
が
あ

障
害
者
虐
待
防
止
研
修
会
の
動
画
を
配
信

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
者
虐
待
防
止

の
理
解
や
障
害
者
の
権
利
擁
護
意
識
を
深

め
る
た
め
の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
１
日
〜
21
日
ま
で
、「
令

和
３
年
度
青
森
県
障
害
者
虐
待
防
止
・
権

利
擁
護
研
修
会
」
の
動
画
を
関
係
者
向
け

に
配
信
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
・
事
業
所

等
で
の
職
場
内
研
修
会
へ
講
師
派
遣
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

発 信!
県 社 協

お
問

い合
わせください

!

お気軽に

生活支援員の活動
●月数回から
●毎回1時間程度
●社協職員がサポート
●資格等は特に必要なし
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ふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーふくしワーククLINLINLINLINEEふくしワークLINE
保
育
の
お
仕
事
を
お
探
し
の
方
必
見
！

保
育
の
お
仕
事
出
張
相
談
会
３
月
開
催

令
和
３
年
度
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

対
応
生
涯
研
修
終
了
！
来
年
度
も
開
催

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

全
国
23
都
府
県
か
ら
１
０
０
名
参
加
！

青
森
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
育
分
野
に
関
す
る
就
職
相

談
及
び
求
人
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
出

張
相
談
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

３
月
は
左
記
の
と
お
り
県
内
各
地
域
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
会
場

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
来
場
で
き
な
い
方

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
も
受
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

青
森
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福

祉
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
階
層
別
研

修
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
感
染
症

防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
講

義
の
ほ
か
、Zoom

の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト

ル
ー
ム
機
能
を
活
用
し
た
４
〜
５
人
で
の

グ
ル
ー
プ
演
習
も
行
い
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「Zoom

で
の
受
講
は

初
め
て
で
し
た
が
、
他
事
業
所
の
取
り
組

み
を
聞
き
、
情
報
交
換
が
で
き
、
充
実
し

た
研
修
と
な
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
、
集
合
型
研
修
さ
な
が
ら
に
習
得
度
の

高
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

本
研
修
は
、
令
和
４
年
度
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
を
検
討
く
だ
さ
い
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
、
介
護

現
場
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ
る
動

き
が
加
速
す
る
中
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

最
新
動
向
や
効
果
的
な
活
用
方
法
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
「
あ
お
も
り
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
感
染
症
防
止
の
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
で
し
た
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
利
点
を
生
か
し
、
全

国
23
都
府
県
か
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

県
社
協
で
は
、
こ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
な
ど
、
現
場
に
役
立
つ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
情
報
を
今
後
も
皆
様
に
お
届
け
し
て

い
き
ま
す
。

【
問
合
先
】

青
森
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
：
０
１
７
–
７
１
８
–
２
２
２
５

【
問
合
先
】
福
祉
人
材
課

電
話
：
０
１
７
–
７
７
７
–
０
０
１
２

【
問
合
先
】
青
森
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
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セミナー内容を一部紹介

● 国・県の行政説明のほか、
県内外の先進的取組み事例
や最新機器の紹介などを行
い、質疑も活発に行われま
した！
● 県社協に設置している「介
護ロボット相談窓口」の利
用状況や展示場の様子を動
画で紹介しました！

保育のお仕事出張相談会 Part ４
参加費無料。事前申込不要。直接会場へお越しください。
【開催時間】10時から13時まで

期　日 地域・会場
３月２日（水） 八戸市・ラピア
３月４日（金） おいらせ町・イオン下田
３月８日（火） 青森市・イトーヨーカドー
３月15日（火） 五所川原市・エルム
３月の毎週木曜日
（31日を除く）

県内全域・オンライン（Zoom）
※要事前予約

★３月は新年度に向けて新規求人が増加します★

福祉職員キャリアパス対応生涯
研修（階層別研修）の種類

初任者コース
（入職後3年以内の職員等）

中堅職員コース
（入職後3～5年以内の職員等）

チームリーダーコース
（主任・係長等）

管理職員コース
（管理者・指導的立場の職員等）

※全国社会福祉協議会が開発



福祉に関わる皆様へ

暮らしのなかにある

さまざまな「もしも」を

しっかりサポート

いたします！

青森市新町２丁目 8-26 TEL 017-777-8111（青森本部）

火災共済 自動車共済 医療総合保障共済

いつものように

いつまでも

ＮＥＷ！

地震危険補償特約

価値観も、生き方も、
広がる時代に。

さまざまな「不安」や「リスク」に対しベストな保険をご提案いたします。

お知
らせ

「福祉のひろば」へのご意見募集中！
県社協HPの入力フォーム
から回答可能です！
各記事への感想や今後掲載
してほしいことなど、
お気軽にお寄せください！ 【県社協HP】

いただいたご意見にお答えします！
　いつもFAXやHPから広報紙へのアンケートへ回答いた
だきありがとうございます。
　今回は、ご意見の多かった「コロナ禍でも楽しめるレク
リエーションを知りたい」にお答えして、公益財団法人日
本レクリエーション協会HPのレクリエーション検索ツー
ル「レクぽ」をご紹介します。

「レクぽ」ならレクリエーションが検索できる！

「レクぽ」には、子ども向けから高齢者向け
まで、さまざまなレクリエーションが紹介さ
れています。
室内あそび、介護予防、クラフト
のほか、〈三密避けVer.〉も紹介され、
コロナ禍でも楽しめます！
ぜひ一度ご覧ください。

みなさまの善意に感謝！
（令和３年10月～令和３年12月）

■青森県社会福祉協議会への寄附（敬称略）
寄附金
・公認会計士・税理士　小野寺高事務所  40,407円
・みちのく銀行古川支店グリーンクラブ 34,261円
・富士電機株式会社　J-MOXゴルフコンペ 46,000円
・ジブラルタ生命保険株式会社 110,770円
・匿名希望（２名） 310,000円

■青森県善意銀行への預託（敬称略）
・青森県原子力関係労組懇話会 図書カード　45枚
・生命保険協会青森県協会 車椅子　15台
・青森市民大学院中央校 フェイスタオル　38枚
・株式会社トヨタレンタリース青森 車椅子　18台
・青森県火災共済協同組合 車椅子　６台
・青森県信用組合 未使用切手　　163枚

使用済み切手　3.2kg
未使用はがき　136枚

未使用テレホンカード　２枚

■青森県善意銀行（フードバンク）への預託（敬称略）
・正覚寺 水　180本

水500㎖　72本
災害用非常食　444食

・有限会社中里エアサービス お米　360㎏
・匿名希望 白米　60㎏
・匿名希望 各種農産物


